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子
こ
どもが日

に
本
ほん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
するとき

―2006年
ねん
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
から―

2007年
ねん
10月

がつ
に公

こう
表
ひょう
された世

せ
界
かい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
の結

けっ
果
か
によれば、世

せ
界
かい

の日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の約

やく
60パーセントが小

しょう
学
がっ
校
こう
から高

こう
等
とう
学
がっ
校
こう
までの学

がっ
校
こう
で学

まな
ぶ児

じ
童
どう

生
せい
徒
と
だそうです。

このようにたくさんの若
わか
い人

ひと び々と
が日

に
本
ほん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
するようになったのは、

どのような原
げん
因
いん
があるのでしょうか。以

い
下
か
の四

よっ
つの視

し
点
てん
から考

かんが
えてみましょう。

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
は、2007年

ねん
10月

がつ
31日

にち
に「2006年

ねん
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん

調
ちょう
査
さ
」の結

けっ
果
か
速
そく
報
ほう
を発

はっ
表
ぴょう
する記

き
者
しゃ
発
はっ
表
ぴょう
会
かい
を開

かい
催
さい
し、調

ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
を踏

ふ
まえた

パネル討
とう
論
ろん
会
かい
も同

どう
時
じ
に行
おこな
いました。そこで今

こん
回
かい
は、パネリストのお一

ひと
人
り

だった東
とう
京
きょう
女
じょ
子
し
大
だい
学
がく
の西

にし
原
はら
鈴
すず
子
こ
先
せん
生
せい
に、初

しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に

着
ちゃく
目
もく
して記

き
事
じ
を書

か
いていただきました。

最
さい
新
しん
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
実
じっ
施
し
国
こく
、機

き
関
かん
数
すう
、教
きょう
師
し
数
すう
、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
などについての

調
ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
概
がい
要
よう
は、3ページで報

ほう
告
こく
しています。

東
とう
京
きょう
女
じょ
子
し
大
だい
学
がく
現
げん
代
だい
文
ぶん
化
か
学
がく
部
ぶ
教
きょう
授
じゅ
西
にし
原
はら
鈴
すず
子
こ

学
がっ
校
こう
教
きょう
育
いく
制
せい
度
ど
の政

せい
策
さく
決
けっ
定
てい

学
がっ
校
こう
で、日

に
本
ほん
語
ご
が教

おし
えられるためには、それぞれの国

くに
や地

ち
域
いき
の教
きょう
育
いく
政
せい
策
さく
に

よる決
けっ
定
てい
がなければなりません。教

きょう
育
いく
制
せい
度
ど
は、国

くに
や地

ち
域
いき
の人

じん
材
ざい
を育

そだ
てるための

基
き
礎
そ
となる重

じゅう
要
よう
な制

せい
度
ど
ですから、それぞれ基

き
本
ほん
方
ほう
針
しん
を立

た
ててから、実

じっ
践
せん
の計

けい
画
かく
が

立
た
てられます。

〈全
ぜん
体
たい
〉

初
しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう

教
きょう
育
いく

57.1％

高
こう
等
とう
教
きょう
育
いく

26.6％

学
がっ
校
こう
教
きょう
育
いく

以
い
外
がい

16.4％

■ 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい
別
べつ
状
じょう
況
きょう
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（2006年
ねん
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
より）

〈地
ち
域
いき
別
べつ
〉

1



まず、子
こ
どもたちに外

がい
国
こく
語
ご
の学

がく
習
しゅう
を勧

すす
めるかどうかが

検
けん
討
とう
されます。子

こ
どもが成

せい
長
ちょう
する過

か
程
てい
で、外

がい
国
こく
語
ご
を学

がく
習
しゅう

することがどのようなメリットをもたらすかを研
けん
究
きゅう
した

上
うえ
で、子

こ
どもの認

にん
知
ち
的
てき
発
はっ
達
たつ
には外

がい
国
こく
語
ご
学
がく
習
しゅう
が役

やく
に立

た
つと

いう判
はん
断
だん
を下

くだ
すのです。その結

けっ
果
か
まとめられた方

ほう
針
しん
は、

ガイドライン、スタンダーズなどの名
な
前
まえ
で知

し
られている

ので、知
し
っておられる方

かた
も多

おお
いことでしょう。日

に
本
ほん
語
ご
の

場
ば
合
あい
は、第

だい
一
いち
外
がい
国
こく
語
ご
であるよりも、第

だい
二
に
外
がい
国
こく
語
ご
として、

複
ふく
数
すう
の言

げん
語
ご
の中

なか
から選

せん
択
たく
される場

ば
合
あい
が多

おお
いと思

おも
います。

日
に
本
ほん
語
ご
が、選

せん
択
たく
できる外

がい
国
こく
語
ご
の候

こう
補
ほ
に挙

あ
がる背

はい
景
けい
には、

それぞれの国
くに
・地

ち
域
いき
が日

に
本
ほん
との関

かん
係
けい
をどのくらい重

おも
く

見
み
ているか、日

に
本
ほん
および日

に
本
ほん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
の対

たい
象
しょう
とする

ことによって何
なに
がもたらされるか、日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶことが

子
こ
どもの成

せい
長
ちょう
に役

やく
に立

た
つか、などが検

けん
討
とう
されていると

思
おも
います。その結

けっ
果
か
は、世

せ
界
かい
が日

に
本
ほん
をどのように見

み
て

いるかについての指
し
標
ひょう
となることは間

ま
違
ちが
いありません。

認
にん
知
ち
的
てき
発
はっ
達
たつ
と外

がい
国
こく
語
ご
学
がく
習
しゅう

国
くに
や地

ち
域
いき
が公

こう
表
ひょう
しているガイドラインやスタンダーズ

に共
きょう
通
つう
して見

み
られる点

てん
があります。外

がい
国
こく
語
ご
を学

がく
習
しゅう
すること

によって、子
こ
どもたちが得

え
ることができるのは、外

がい
国
こく
語
ご
の

スキルそのものだけではないということです。世
せ
界
かい
的
てき
に

視
し
野
や
が広

ひろ
がること、相

そう
対
たい
的
てき
なものの見

み
方
かた
ができるように

なるという、むしろ社
しゃ
会
かい
科
か
の学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
に近

ちか
い観

かん
点
てん
があります。

また、他
ほか
の言

げん
語
ご
を学

まな
ぶことによって、自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の言

げん
語
ご
や文

ぶん
化
か

が見
み
えてくるという、自

じ
己
こ
認
にん
識
しき
や帰

き
属
ぞく
意
い
識
しき
の確

かく
立
りつ
を目

もく
標
ひょう

として立
た
てることも共

きょう
通
つう
しています。「自

じ
分
ぶん
を見

み
る鏡
かがみ
」の

役
やく
割
わり
を外

がい
国
こく
語
ご
に求

もと
めていると言

い
ってもいいでしょう。このような

点
てん
は、教

きょう
育
いく
制
せい
度
ど
を立

りつ
案
あん
する側

がわ
が考
かんが
えることです。

日
に
本
ほん
語
ご
の魅

み
力
りょく
と動

どう
機
き
付
づ
け

では子
こ
どもたちはどのように考

かんが
えているのでしょうか。外

がい
国
こく
語
ご

選
せん
択
たく
の範

はん
囲
い
に日

に
本
ほん
語
ご
が入

はい
っていれば、選

えら
ぶことができる

わけですが、日
に
本
ほん
語
ご
を希

き
望
ぼう
するには理

り
由
ゆう
があると思

おも
います。

日
に
本
ほん
語
ご
は、ことばの構

こう
造
ぞう
、文

も
字
じ
体
たい
系
けい
、コミュニケーション・

パターンなど、特
とく
徴
ちょう
的
てき
な側

そく
面
めん
をたくさん持

も
っています。多

おお
くの

国
くに
・地

ち
域
いき
の子

こ
どもたちにとって、自

じ
分
ぶん
のことばと比

ひ
較
かく
対
たい
照
しょう

して考
かんが
えるためのよい素

そ
材
ざい
を提

てい
供
きょう
することばなのです。

近
ちか
頃
ごろ
よく言

い
われる、日

に
本
ほん
語
ご
のマンガ、アニメ、ゲーム

などの魅
み
力
りょく
についても、分

ぶん
析
せき
的
てき
に考
かんが
えることができます。

これらのメディアは、視
し
覚
かく
優
ゆう
先
せん
の認

にん
知
ち
スタイルを共

きょう
通
つう
に

持
も
っています。それだけでなく、レトリック（語

かた
り口

くち
）

としては欧
おう
米
べい
型
がた
の論

ろん
理
り
優
ゆう
先
せん
型
がた
「ロゴス」スタイルではなく、

感
かん
覚
かく
優
ゆう
先
せん
型
がた
「パトス」スタイルを特

とく
徴
ちょう
とするので、

新
しん
鮮
せん
な驚
おどろ
きと、異

こと
なるものへの憧

あこが
れを誘

さそ
う魅

み
力
りょく
に溢

あふ
れて

いるのだと考
かんが
えることができます。

あることをやってみようと思
おも
うこと、つまり「動

どう
機
き
」は、

大
おお
きく「内

ない
発
はつ
的
てき
動
どう
機
き
（intrinsic motivation）」と「外

がい
発
はつ
的
てき
動
どう
機
き

（extrinsic motivation）」の二
ふた
つに分

わ
けて考

かんが
えることが

できます。前
ぜん
者
しゃ
は、自

じ
分
ぶん
が学

がく
習
しゅう
の対

たい
象
しょう
として面

おも
白
しろ
いと思

おも
って

学
まな
ぶときの気

き
持
も
ちで、後

こう
者
しゃ
は学

がく
習
しゅう
によってもたらされる

利
り
益
えき
（進

しん
学
がく
、就
しゅう
職
しょく
、地

ち
位
い
、収
しゅう
入
にゅう
など）を得

え
たいので学

まな
ぼう

と考
かんが
える気

き
持
も
ちです。一

いっ
般
ぱん
的
てき
に、大人

おとな
たちは外

がい
発
はつ
的
てき
動
どう
機
き

付
づ
けによって外

がい
国
こく
語
ご
を学

まな
ぼうとすることが多

おお
いのですが、

子
こ
どもたちはむしろ内

ない
発
はつ
的
てき
動
どう
機
き
によってやる気

き
を起

お
こすと

言
い
われています。大人

おとな
たちが「将

しょう
来
らい
のためになるから

○○語
ご
を勉

べん
強
きょう
しなさい」と説

せっ
得
とく
しても、子

こ
どもたちは

「面
おも
白
しろ
くなければやりたくない」と考

かんが
えるということです。

教
きょう
育
いく
する側

がわ
のカリキュラム設

せっ
計
けい

子
こ
どもたちが、マンガ、アニメ、ゲームなどのメディアを

喜
よろこ
ぶもう一

ひと
つの理

り
由
ゆう
は、知

ち
識
しき
のタイプの違

ちが
いという点

てん
か

ら説
せつ
明
めい
できるでしょう。第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
を考
かんが
えるとき、「知

ち
識
しき
」

は「宣
せん
言
げん
的
てき
知
ち
識
しき
（declarative knowledge）」と「手

て
続
つづ
き的

てき
知
ち
識
しき

（procedural knowledge）」に分
わ
けて考

かんが
えます。前

ぜん
者
しゃ
は

辞
じ
書
しょ
的
てき
に定

てい
義
ぎ
できる静

せい
的
てき
な知

ち
識
しき
で、つまり何

なに
を知

し
っているか

ということです。後
こう
者
しゃ
は自

じ
転
てん
車
しゃ
に乗

の
る、泳

およ
ぐなどに代

だい
表
ひょう

される自
じ
動
どう
化
か
されたノウハウ、つまり何

なに
ができるかに関

かん
する

知
ち
識
しき
です。第

だい
二
に
言
げん
語
ご
に関

かん
する知

ち
識
しき
は基

き
本
ほん
的
てき
には宣

せん
言
げん
的
てき
知
ち
識
しき

と考
かんが
えられ、さらに「意

い
味
み
的
てき
知
ち
識
しき
（semantic knowledge）」と

「エピソード的
てき
知
ち
識
しき
（episodic knowledge）」に分

わ
けられます。

エピソード的
てき
知
ち
識
しき
は、写

しゃ
真
しん
のアルバムのように時

じ
空
くう
間
かん
的
てき
な

（エピソードとしての）記
き
憶
おく
を活

かっ
性
せい
化
か
して得

え
られる知

ち
識
しき
です。

体
たい
験
けん
によって蓄

ちく
積
せき
される知

ち
識
しき
でもあります。子

こ
どもは一

いっ
般
ぱん
的
てき

に、エピソード的
てき
知
ち
識
しき
を蓄

ちく
積
せき
することから、宣

せん
言
げん
的
てき
知
ち
識
しき
へと

進
すす
むのが得

とく
意
い
であると言

い
われます。

そのことをカリキュラム化
か
しようとすると、「体

からだ
で

学
まな
ぶ」「遊

あそ
びながら学

まな
ぶ」「バーチャル空

くう
間
かん
で遊

あそ
ぶ」など

の方
ほう
法
ほう
論
ろん
に到

とう
達
たつ
するでしょう。マンガ、アニメ、ゲーム

の登
とう
場
じょう
となるわけです。

世
せ
界
かい
中
じゅう
の子

こ
どもたちが、彼

かれ
らにとって魅

み
力
りょく
的
てき
な方

ほう
法
ほう
論
ろん
に

よって、魅
み
力
りょく
的
てき
なコミュニケーション・スタイルを持

も
つ

日
に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ機

き
会
かい
がもっと豊

ほう
富
ふ
に与

あた
えられることを、彼

かれ
らの

認
にん
知
ち
的
てき
発
はつ
達
たつ
と世

せ
界
かい
的
てき
視
し
野
や
の獲

かく
得
とく
の両

りょう
面
めん
から希

き
望
ぼう
して

います。同
どう
時
じ
に、カリキュラム設

せっ
計
けい
と教
きょう
育
いく
実
じっ
践
せん
に関

かか
わる

教
きょう
育
いく
関
かん
係
けい
者
しゃ
の方

かたが々た
の一

いっ
層
そう
の努

ど
力
りょく
を期

き
待
たい
したいと思

おも
います。

特
とく
集
しゅう
1

東
とう
京
きょう
女
じょ
子
し
大
だい
学
がく
現
げん
代
だい
文
ぶん
化
か
学
がく
部
ぶ
言
げん
語
ご
文
ぶん
化
か
学
がっ
科
か

教
きょう
授
じゅ
。元

もと
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がっ
会
かい
会
かい
長
ちょう
で、文

ぶん
化
か
審
しん
議
ぎ
会
かい

国
こく
語
ご
分
ぶん
科
か
会
かい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
小
しょう
委
い
員
いん
会
かい
主
しゅ
査
さ
も

務
つと
める。専

せん
門
もん
は言

げん
語
ご
学
がく
・日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がく
。研

けん
究
きゅう

テーマとして、二
ふた
つの言

げん
語
ご
が接

せっ
触
しょく
する際

さい
、

あるいは第
だい
二
に
言
げん
語
ご
を学

がく
習
しゅう
する際

さい
に起

お
きる問

もん
題
だい
の

言
げん
語
ご
学
がく
的
てき
解
かい
明
めい
に取

と
り組

く
んでいる。著

ちょ
書
しょ
多
た
数
すう
。

西
にし
原
はら
鈴
すず
子
こ

2
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『2006年
ねん
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
』結

けっ
果
か
概
がい
要
よう

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
は、海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
を対

たい
象
しょう
として、教

きょう
師
し
数
すう
、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
、学

がく
習
しゅう
目
もく
的
てき
、

問
もん
題
だい
点
てん
などを問

と
うアンケート調

ちょう
査
さ
を行
おこな
いました*。その調

ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
の概

がい
要
よう
を報

ほう
告
こく
します。

本
ほん
調
ちょう
査
さ
のアンケートにご協

きょう
力
りょく
いただいた皆

みな
様
さま
、ありがとうございました。

1．全
ぜん
体
たい
状
じょう
況
きょう

2．地
ち
域
いき
別
べつ
・国

くに
別
べつ
状
じょう
況
きょう

2006年
ねん
現
げん
在
ざい
、133カ国

こく
・地

ち
域
いき
で日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
が行
おこな
われていることが明

あき
らかになりました。地

ち
域
いき
別
べつ
にみると東

ひがし
アジアの

比
ひ
率
りつ
が高

たか
く、続

つづ
いて東

とう
南
なん
アジア、大

たい
洋
よう
州
しゅう
、北

ほく
米
べい
となります。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
でみますと、アジアと大

たい
洋
よう
州
しゅう
で9割

わり
以
い
上
じょう
を

占
し
めています。2003年

ねん
調
ちょう
査
さ
と比

ひ
較
かく
すると、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が増

ぞう
加
か
した国

くに
は95カ国

こく
・地

ち
域
いき
、減

げん
少
しょう
した国

くに
は31カ国

こく
・地

ち
域
いき
です。

3．教
きょう
師
し
の状
じょう
況
きょう

*台
たい
湾
わん
の数

すう
値
ち
は（財

ざい
）交

こう
流
りゅう
協
きょう
会
かい
が実

じっ
施
し
した調

ちょう
査
さ
のデータを使

し
用
よう
しています。

機
き
関
かん
数
すう

13,639機
き
関
かん

教
きょう
師
し
数
すう

44,321人
にん

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう

2,979,820人
にん

1979年
ねん
から2006年

ねん
の間
あいだ
に機

き
関
かん
数
すう
は11.9倍

ばい
、教
きょう
師
し
数
すう
は10.8倍

ばい
、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は

23.4倍
ばい
に増

ぞう
加
か
しました。前

ぜん
回
かい
の2003年調

ねんちょう
査
さ
と比

くら
べると、3年

ねん
間
かん
に、機

き
関
かん
数
すう
は

11.6％、教
きょう
師
し
数
すう
は33.8％、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は26.4％増

ぞう
加
か
しました。

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
ウェブサイトでは、これら以

い
外
がい
に、学

がく
習
しゅう
目
もく
的
てき
・教
きょう
師
し
の状
じょう
況
きょう
・問
もん
題
だい
点
てん
など、他

ほか
の項

こう
目
もく
に関

かん
する概

がい
要
よう

報
ほう
告
こく
を公

こう
開
かい
しています（http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/oversea/survey.html）。また、各

かく
機
き
関
かん
のデータもウェブサイトで

公
こう
開
かい
します。ぜひご覧

らん
ください。詳

しょう
細
さい
な分

ぶん
析
せき
や集
しゅう
計
けい
表
ひょう
などは報

ほう
告
こく
書
しょ
としてまとめ、市

し
販
はん
する予

よ
定
てい
です。

〈機
き
関
かん
数
すう
・教

きょう
師
し
数
すう
・学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の地

ち
域
いき
別
べつ
割
わり
合
あい
〉

〈機
き
関
かん
数
すう
〉 〈教

きょう
師
し
数
すう
〉 〈学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
〉

1979年

（機関） （人） （人）

1984年 1988年 1990年 1993年 1998年 2003年 2006年 1979年 1984年 1988年 1990年 1993年 1998年 2003年 2006年 1979年 1984年 1988年 1990年 1993年 1998年 2003年 2006年

東アジア 東南アジア 南アジア 大洋州 北米 中南米 西欧 東欧 中東・アフリカ

機関数

教師数

学習者数

中
ちゅう
国
ごく

684,366人
にん

（23.0％）

その他
た

436,277人
にん

（14.6％）

〈学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の国

くに
別
べつ
構
こう
成
せい
〉

韓
かん
国
こく

910,957人
にん

（30.6％）

オーストラリア
366,165人

にん

（12.3％）

インドネシア
272,719人

にん

（9.2％）

〈台
たい
湾
わん
〉

191,367人
にん

（6.4％）

米
べい
国
こく

117,969人
にん

（4.0％）

海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
41,530人

（台
たい
湾
わん
を除

のぞ
く）のうち、日

に
本
ほん
語
ご

を母
ぼ
語
ご
とする教

きょう
師
し
は約

やく
3割
わり
。

約
やく
7割
わり
は日

に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない

現
げん
地
ち
の教
きょう
師
し
です。

1機
き
関
かん
あたりの 教

きょう
師
し
1人当

あ
たりの 日

に
本
ほん
語
ご
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
教
きょう
師
し

教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい

平
へい
均
きん
教
きょう
師
し
数
すう

＊1 平
へい
均
きん
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう

＊2 比
ひ
率
りつ

機
き
関
かん
カバー率

りつ

（単
たん
位
い
：人

にん
） （単

たん
位
い
：人

にん
） （単

たん
位
い
：％） （単

たん
位
い
：％）

初
しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく

1.7 135.0 18.9 22.9
高
こう
等
とう
教
きょう
育
いく

5.2 44.8 30.7 66.8
学
がっ
校
こう
教
きょう
育
いく
以
い
外
がい

4.9 31.1 39.7 65.6
全
ぜん
体
たい

3.2 66.0 30.5 42.5

*1 教
きょう
師
し
数
すう
を答

こた
えている機

き
関
かん
の教
きょう
師
し
数
すう
を機

き
関
かん
数
すう
で割

わ
ったもの。

*2 教
きょう
師
し
数
すう
と学

がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
の両
りょう
方
ほう
について回

かい
答
とう
のあった機

き
関
かん
の合

ごう
計
けい
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
をその機

き
関
かん
の合

ごう
計
けい
教
きょう
師
し
数
すう
で割

わ
ったもの。

ひとり
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